
□ 「未来を拓く学力」の向上事業【教育再生】≪資料Ｐ３４≫ 〔教学指導課〕 539万3千円

・ 学力スパイラルアップ事業

・ 「学力向上フォーラムながの」の開催

　県内の全小中学校、全市町村教育委員会が一堂に会し学力向上の意識を高める

・ 中学生の学力を向上させる新たな家庭学習モデルの創出

・ 理数教育充実事業

平成27年度当初予算　主要事業

事　　　業　　　内　　　容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　　】はしあわせ信州創造プランのプロジェクト関係事業

予　算　額

[26年度予算額]

[ 439万7千円]

　小学５年生から中学３年生までの学力の状況をPDCAサイクルにより定期的に把

握し、指導の改善につなげる取組を推進

　モデル校による協働研究を通じた３つの家庭学習モデル（地域ボランティア活用

モデル、課題追求型モデル、小中連携モデル）の構築

　児童生徒に確かな学力を定着させるため、全国学力・学習状況調査の結果を考

察し、特に中学校に重点を置いて基礎的・基本的な知識・技能や、活用する力を身

につけられるよう各学校を支援していくほか、新たに学力格差の解消に向けた取組

を行います。

　理数好きの子どもの裾野を広げ、伸びる力をさらに伸ばすとともに、教員の観

察、実験等に係る指導力や専門性の向上を図る

確かな学力を伸ばす教育の充実

１ 未来を切り拓く学力の育成

知・徳・体が調和し、社会的に自立した人間の育成知・徳・体が調和し、社会的に自立した人間の育成知・徳・体が調和し、社会的に自立した人間の育成知・徳・体が調和し、社会的に自立した人間の育成

新

・ 学力格差解消に向けた補充的な学習サポートモデルの構築

□ 情報通信技術（ICT）を活用した確かな学力育成事業【教育再生】≪資料Ｐ３５≫ 2億429万円

〔教学指導課、特別支援教育課〕

・ ICTを活用した先駆的モデル的な実践研究

　パイロット校　　小学校１校、中学校２校　　

　モデル校　　　 県立高校３校

・ タブレット型端末の導入

　高等学校普通科パソコン教室への導入　７校（後掲）

　特別支援学校中学部　12校

・ 教員のＩＣＴを活用した指導力向上研修推進事業

　信州大学と連携し、ＩＣＴを活用した指導力の向上を図る教員研修プログラムを

策定し、実践と検証を行った上で、プログラムを各校へ周知

　子どもたちが高い意欲を持って学び、実社会で必要となる実践力やコミュニケー

ション能力を身につけるため、電子黒板やタブレット型端末の導入など、教育環境の

充実を図り、21世紀にふさわしいアクティブラーニングの推進などの学習スタイルの

導入により、情報通信技術（ＩＣＴ）を活用した学力を育成します。

　地域の方などが部活動指導を行い、部活動顧問である教諭が補充的な学習サ

ポートを実施

察、実験等に係る指導力や専門性の向上を図る

[ 5億5116万1千円]

新

新

新



事　　　業　　　内　　　容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　　】はしあわせ信州創造プランのプロジェクト関係事業

予　算　額

[26年度予算額]

□ 信州少人数教育推進事業【教育再生】≪資料Ｐ２７≫ 〔義務教育課〕 46億5120万円

（旧 活用方法選択型教員配置事業（選択型こまやか教育プラン） ) [ 47億5320万円]

・ 30人規模学級編制

　学級平均児童生徒数が35人を超える学年に教員を配置

・

・ 少人数学習集団編成

・ 不登校等児童生徒支援

　不登校支援等の課題対応に必要な教員を学校や市町村からの提案により配置

□ 高等学校再編施設整備事業≪資料Ｐ３０≫
〔高校教育課〕 18億2584万9千円

[ 25億2414万9千円]

　債務負担行為

・ 高校再編に伴う校舎等の整備　　建設工事　　　４校 （ 13億1806万円）

（飯山２次統合校、須坂創成高校、佐久平総合技術高校、大町岳陽高校（仮称））

□ 長野県高等学校将来像検討事業【教育再生】 〔高校教育課〕 353万6千円

　第１期高等学校再編計画に基づく施設整備等を行い、教育環境の向上を推進し

ます。

　30人規模学級編制等に必要な教員配置を行うことにより、児童生徒一人ひとりに

応じたきめ細かな指導を行い、学習習慣・生活習慣の確立と基礎学力の定着を図り

ます。

　複数教員による支援・指導（ＴＴ）のため、平均児童数が30人を超える学年の学

級数に応じ教員を配置

学習習慣形成支援

　習熟の程度に差が生じやすい教科で、30人以下の学習集団が編成できるよう教

員を配置

高校教育の充実

[ 142万円]

□ 魅力ある高校づくりの推進 〔教学指導課〕 1億9410万7千円

・ 21世紀型学力の育成を図るカリキュラムの編成・実施　　66校

・ 「学び直し」に係るカリキュラムの編成・実施　　15校

・ 高等学校普通科パソコン教室へのタブレット型端末の導入　７校

□ 高等学校学力向上推進事業【一部環境・エネルギー自立地域創造】 〔教学指導課〕 2327万円

[ 2270万3千円]

・ 理数系学力の伸長

・ スーパーサイエンスハイスクール指定校支援事業

　将来の国際的な科学技術系人材の育成のため、先端的な理数系教育を実施

　指定校　３校

・ 伸びる力養成講座

・ 自然エネルギー・環境教育支援事業

　高等学校等が行う自然エネルギー・環境に関する教育活動を支援

　急速にグローバル化し変化する社会に求められる力としての「21世紀型学力」を育

成するとともに学習の定着等に課題を抱える生徒に対応できるカリキュラムの編成を

促進します。

　県立学校全ての生徒に基礎的・基本的な学力を定着させるとともに学力の向上を

図り、生徒の希望進路の実現を目指します。

　更なる少子化や社会情勢の変化を踏まえ、平成30年以降の高等学校の将来像に

ついて有識者会議により検討を進めます。

[ 1億8908万6千円]

　学習習慣の形成を図る学習合宿、課題研究や研究発表を行う信州サイエンス

キャンプ、医学部を目指す高校生が合同合宿などにより切磋琢磨する信州赤ひ

げ塾などにより理数系学力の向上に取り組む

　受験指導に実績のある予備校講師の活用による記述対策や教員の指導力の向上

　２地区

新



事　　　業　　　内　　　容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　　】はしあわせ信州創造プランのプロジェクト関係事業

予　算　額

[26年度予算額]

□ キャリア教育支援事業【教育再生】【次世代産業創出】【雇用・社会参加促進】 1190万6千円

【活動人口増加】≪資料Ｐ３６≫ 〔教学指導課〕

[ 770万4千円]

キャリア教育の推進

・

・キャリア教育カリキュラムを改革する高校を重点的に支援

・

子育て理解教育の推進

「ずく出せ就業」就業体験

　児童生徒の職業観や社会性を育成するため、学校、地域社会、産業界が学校を

支援する仕組み（プラットフォーム）を構築し、児童生徒の職場体験、就業体験を実

施します。

　就職を目指す生徒に対する職業科目の充実、資格取得の推進等

　　 実施校　４校

修行体験に係る保険料を補助し、高校生の就業体験を推進

　参加生徒数　9,600人以上

産学官の諸機関・団体が参加する「長野県キャリア教育支援センター」による職場

体験、就業体験、出前授業、講演会等の施策推進

　高校生が将来の子育てに関する貴重な体験として、乳幼児とふれあう場をつくり、

２ 信州に根ざし世界に通じる人材の育成

キャリア教育の充実

□ 「信州学」推進事業【教育再生】＜地方創生交付金活用事業＞≪資料Ｐ３８≫ 115万4千円

〔教学指導課〕 [ 0円]

・ 「信州学」研究委員会の設置

・ 「信州学」研究モデル校の設置

　高等学校　３校

□ 高等学校学力向上推進事業【一部環境・エネルギー自立地域創造】（再掲）

〔教学指導課〕

　学校関係者及び有識者により「信州学」の定義、素材収集、効果的な学習方法

等を研究

　児童生徒自らが生まれ育った地域の文化・産業・自然などを理解し、ふるさとに誇

りと愛着を持ち大切にする心情を育む「信州学」を推進します。

※26年度２月補正

（地方創生交付金活用）

　高校生が将来の子育てに関する貴重な体験として、乳幼児とふれあう場をつくり、

男女が互いに協力して家庭を築き、子どもを産み育てることの重要性や意義を学習

する機会を創出

世界につながる力の育成

長野県・地域を学ぶ体験学習

新



事　　　業　　　内　　　容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　　】はしあわせ信州創造プランのプロジェクト関係事業

予　算　額

[26年度予算額]

□ グローバル人材育成事業【教育再生】≪資料Ｐ３７≫ 〔教学指導課〕 2億3999万5千円

[ 2億3050万2千円]

・ スーパーグローバルハイスクール指定校の運営

　指定校　　２校

・ 高校生の発信力及びグローバルマインドの育成

発信力育成講座（善光寺アカデミア）

参加対象　県内高校生　50人程度

グローバルマインド育成講座

グローバル語り部派遣事業

・ 高校生の留学、海外研修を支援

長野県独自の海外研修プログラムの実施

・ 大学との連携によるＣＥＴ（英議中核教員）の養成　

対象：中学校英語教員　、養成人員：30人（H25からH27の3年間）

　大学教授や海外経験のある大学生等が講師となり、高校生がフィールドワーク

等による探究活動を通じてプレゼンテーション能力を高め、課題解決・発信力・語

学力等の育成を図る

　留学経験者とのワークショップや講演会等を通じて、高校生の留学に対する

意識、気運の向上を図る

　ＪＩＣＡ（国際協力機構）との連携による体験講座によりグローバルマインドを

育成

　信州に根ざし世界に通じる人材を育成するため、児童生徒の発信力やコミュニ

ケーション能力を向上させる取組を推進します。

　人文科学・社会科学分野等での先進的教育課程の開発・実践により、語学力と

ともに国際的素養を身につけ、将来的に政治、経済、学術等の分野で活躍できる

グローバルリーダーを育成

新

新

新

対象：中学校英語教員　、養成人員：30人（H25からH27の3年間）

・ 英語教育教員研修推進事業

高等学校英語教員指導力向上研修　50人

中学校英語教員指導力向上研修　120人

小学校中核教員養成研修　　100人

・
外国語指導助手（ALT）の配置　 43人

□ 県内大学進学のための入学金等給付事業【教育再生】（後掲） 〔高校教育課〕

□ 学校人権教育振興事業 〔心の支援課〕 47万2千円

[ 47万円]

□ 「共育」クローバープランの推進 〔教育政策課、心の支援課、文化財・生涯学習課〕

　「本を読む、汗を流す、あいさつ・声がけをする、スイッチを切る」といった不易な実

践を呼びかけ、子どもたちも、教員も親も、長野県の全ての人々が共に学び共に育

つことを願う「共育」クローバープランの活動を推進します。

　学校人権教育研修会やファシリテーター研修会の開催等により教職員の人権感

覚を高めるとともに、指導力の向上を図ります。

３ 豊かな心と健やかな身体の育成

豊かな心を育む教育

高等教育の充実

新



事　　　業　　　内　　　容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　　】はしあわせ信州創造プランのプロジェクト関係事業

予　算　額

[26年度予算額]

□ 中学生期における適切な運動部活動の推進≪資料Ｐ５１≫ 〔スポーツ課〕 240万9千円

〔155万円〕

□ 長野県版運動プログラム普及事業【教育再生】【健康づくり・医療充実】≪資料Ｐ５１≫ 80万6千円

〔スポーツ課〕 〔143万3千円〕

・ 「キッズ運動遊びどこでもゼミナール」の開催

・ 「体つくり運動」実技講習会の実施

　小学校児童対象の実技（走る運動）講習会　10会場

　中学校生徒対象の実技（体幹トレーニング）講習会　15会場

□ 学校・家庭・地域全体で取り組む食育推進事業【健康づくり・医療充実】≪資料Ｐ４９≫ 95万7千円

〔保健厚生課〕 〔134万9千円〕

・ 栄養教諭の配置拡充（90人→120人）

・ 栄養教諭の研修、活動支援　栄養教諭研修（新任６回、現任３回）等

　子どもたちに正しい食事のとり方や望ましい食習慣を身に付けさせ、心身ともに健

全な発達を促すため、家庭、地域との連携のもと、学校における食育を一層推進し

ます。

　長野県の児童生徒の現状に合った運動プログラムへの改定と講習会の実施によ

り、運動好きな子どもの育成を図ります。

　心身の成長過程にある中学生期のスポーツ活動等が適切で効果的な活動として

実施されるよう、「長野県中学生期のスポーツ活動指針」に基づく学校等の取組を推

進します。

　幼稚園・保育園、小学校の教職員、地域の指導者、保護者を対象とした出前ゼ

ミナールの開催  10会場

健康づくり・体力の向上

・ 「朝ごはんを食べよう、いっしょに食べよう」食育キャンペーン（ゼロ予算）

□ 全国学校歯科保健研究大会への参画 〔保健厚生課〕 200万円

〔0円〕

開催時期　　平成27年10月29日（木）～30日（金）

参加者　　　 学校歯科医、学校医、教職員等　　約1,500人

□ 幼児教育振興事業 〔心の支援課〕 36万8千円

[ 38万7千円]

□ 長野県版運動プログラム普及事業【教育再生】【健康づくり・医療充実】（再掲）

　第2次長野県教育振興計画に掲げる具体策について検討し、長野県の幼児教育

の振興を図るため、幼児教育連絡会議を開催するほか、幼稚園等新規採用教員研

修を実施します。

　学校歯科保健を推進する関係者が本県に一堂に会し、最新の知識や取組の研

究、情報交換を通じて参加者のスキルアップと全国への研究成果等の波及を図りま

す。

幼児教育の充実

新



事　　　業　　　内　　　容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　　】はしあわせ信州創造プランのプロジェクト関係事業

予　算　額

[26年度予算額]

□ 「信州型コミュニティスクール」の推進【教育再生】≪資料Ｐ４５≫ 348万9千円

〔文化財・生涯学習課、教育政策課、義務教育課、高校教育課、教学指導課〕 [ 757万7千円]

・ モデル市町村に対する補助　２市

・ 信州型コミュニティスクール立ち上げのためのアドバイザー派遣

□ 学校評価の推進 〔高校教育課、特別支援教育課、教学指導課〕 418万7千円

[ 423万円]

・ 学校評議員の設置

構成員 保護者・地域住民等 ７人程度

実施校 県立高等学校及び特別支援学校

・ 学校自己評価、学校関係者評価 等

　学校と県民の協働による地域に開かれた信頼される学校づくりを推進するため、保

護者や地域住民が学校運営に参画し、学習支援や教育環境の整備などの教育活

動を支援する「信州型コミュニティスクール」を推進します。

　モデル市町村等で信州型コミュニティスクールの立ち上げに関わったコーディネー

ターや教職員を、アドバイザーとして地域や学校へ派遣し普及を促進

　地域に開かれた学校づくりを推進するため、県立学校に学校評議員を設置するほ

か、学校評価の充実を図ります。

４ 安全・安心・信頼の学校づくり

地域と共にある学校づくり

新

□ 教員の資質向上・教育制度改善事業【教育再生】 102万2千円

〔教育政策課、高校教育課、特別支援教育課〕 [ 190万4千円]

・ コンプライアンス体制の確立による非違行為の未然防止、重大事案の解決

・ 教職員及び学校の評価制度改善の実施

・ 教職員の通報・相談窓口の整備

□ 教職員研修事業 〔教学指導課、保健厚生課、義務教育課、高校教育課〕 1億998万円

[ 1億1706万4千円]

・ 教師として独り立ちするための「初任者研修」

・ 学校の中核となるための「10年経験者研修」

・ 充実期の教員としての専門性や人間性を高めるための「キャリアアップ研修」

・ リーダーシップを発揮するための「管理職研修」

・ 今日的な教育課題に対応するための教育機関への「派遣研修」　等

　平成25年７月に策定した「信州教育の信頼回復に向けた行動計画」に基づく施策

を引き続き着実に実行し、信州教育への信頼回復に向けた取組を推進します。

　多様化する教育課題に対応し、児童生徒に「生きる力」を身につけさせるため、平

成25年に策定した長野県教員研修体系に基づき、経験・職能・教科等に的確に対

応する研修を実施します。

教員の資質能力向上



事　　　業　　　内　　　容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　　】はしあわせ信州創造プランのプロジェクト関係事業

予　算　額

[26年度予算額]

□ 指導力不足等教員改善事業 〔教学指導課〕 35万9千円

[ 35万9千円]

□ 教職員復職訓練・健康審査・研修事業≪資料Ｐ５０≫ 〔保健厚生課〕 169万7千円

[ 170万5千円]

□ 高等学校施設整備等事業（後掲） 〔高校教育課〕

□ 実践的安全教育総合支援事業 〔保健厚生課〕 660万6千円

[ 441万3千円]

・ 緊急地震速報器の導入　18校（平成26年度は13校に導入済）

・ 安全アドバイザーを市町村へ派遣し、専門的見地から防災指導・助言を行う

□ 安全・安心のための学校給食環境整備事業 〔保健厚生課〕 793万9千円

　精神神経系疾患による休職者等の職務能力の回復と円滑な職場復帰を図るた

め、復職訓練事業を実施します。また、メンタルヘルス研修会、管理監督者のための

メンタルヘルス相談事業を実施し、教職員の心の健康の保持増進を図ります。

　東日本大震災の教訓を踏まえ、緊急地震速報等を活用した避難訓練など先進的・

実践的な防災教育を行う学校を支援し、新たな防災教育の指導手法や教育手法の

開発・普及を図ります。

　有識者からなる判定委員会が客観的な視点のもとに、児童生徒を適切に指導でき

ない教員を指導力不足等教員と判定し、適切な対応策を講じることにより、教員の資

質向上を図ります。

安全・安心の確保

□ 安全・安心のための学校給食環境整備事業 〔保健厚生課〕 793万9千円

[ 794万7千円]

・ 給食用食材の事前検査　（約300検体/月）

□ いじめを許さない学校づくりの推進（後掲） 〔心の支援課〕

□ 信州少人数教育推進事業【教育再生】　（再掲） 〔義務教育課〕

（旧 活用方法選択型教員配置事業（選択型こまやか教育プラン）　）

□ 長野県高等学校将来像検討事業【教育再生】（再掲） 〔高校教育課〕

　学校給食に対する安全の再確認と保護者等のさらなる理解と安心を図るため、県

内の学校給食で使用する食材の放射性物質検査等を実施します。

教育環境の維持改善



事　　　業　　　内　　　容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　　】はしあわせ信州創造プランのプロジェクト関係事業

予　算　額

[26年度予算額]

□ 高等学校施設整備等事業（一部再掲）≪資料Ｐ２９≫ 〔高校教育課〕 39億5393万1千円

[ 38億4294万8千円]

　債務負担行為

（ 22億5159万円）

・ 高等学校再編施設整備　　建設工事等　　　４校

（飯山２次統合校、須坂創成高校、佐久平総合技術高校、大町岳陽高校（仮称））

・ 高等学校施設整備　　老朽校舎　５校、体育施設　５校

□ 特別支援学校整備事業≪資料Ｐ３１≫ 〔特別支援教育課〕 2億9189万9千円

[ 8億3292万7千円]

・ 再編整備（長野ろう学校プール・グランド建設工事等）

・ 須高地区への特別支援学校高等部分教室設置（須坂商業高等学校内へ設置）

・ 施設計画整備　７校　10か所

□ 高校生等奨学給付金給付事業【教育再生】 〔高校教育課〕 3億1018万円

[ 2億5389万8千円]

□ 県内大学進学のための入学金等給付事業【教育再生】 〔高校教育課〕 750万円

[ 750万円]　意欲や能力が高いにもかかわらず、経済的な理由で大学・短大への進学が困難

　公立高等学校等に在籍する低所得世帯の生徒の授業料以外の教育費負担を軽

減するため、国の制度を活用し給付金を支給します。

　第１期高等学校再編計画に基づく施設整備を行うとともに、高等学校の老朽校舎

や体育施設などの改築を計画的に実施し、学習環境の向上を図ります。

　また、施設の長寿命化を図るため校舎等の屋根改修等を計画的に行います。

　「長野地区特別支援学校再編整備計画」の推進及び校舎等の老朽化に対応した

施設整備等を行い、教育環境の向上を図ります。

[ 750万円]

□ 高等学校奨学金等貸付事業 〔高校教育課〕 2億5074万5千円

[ 2億6812万6千円]

・ 奨学金貸与月額

公立：18,000円　　私立：30,000円

□ 高等学校等就学支援金交付事業 〔高校教育課〕 31億8044万1千円

[ 14億7362万6千円]

・ 就学支援金の支給（県立高等学校分）

　支給要件：市町村民税所得割額 304,200円 (年収910万円程度) 未満の世帯

　支給金額：授業料相当額(全日制の場合年額118,800円以内)

　支給対象者： 27,650名程度

　意欲や能力が高いにもかかわらず、経済的な理由で大学・短大への進学が困難

な生徒を支援するため、県内の大学・短大に進学する者に対して大学入学金等に

相当する一時金（上限30万円）を給付します。

　公立高等学校の授業料に係る経済的負担の軽減を適正に行うことにより、教育の

機会均等を図り、公立高等学校における修学を支援します。

　向学心を有しながら経済的理由により修学が困難な高校生に奨学金や遠距離通

学費を無利子で貸与し、修学の促進を図ります。



事　　　業　　　内　　　容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　　】はしあわせ信州創造プランのプロジェクト関係事業

予　算　額

[26年度予算額]

□  学校生活相談体制充実事業【教育再生】≪資料Ｐ３９≫ 〔心の支援課〕 1182万8千円

[ 307万4千円]

学校生活相談センターによる電話相談等

□ いじめを許さない学校づくりの推進 〔心の支援課〕 2億2784万8千円

[ 2億1708万3千円]

・ スクールカウンセラー事業【教育再生】≪資料Ｐ４０≫

小・中学校　拠点校 95校への配置人数　H26： 89人　→　H27： 95人に拡充

県立高等学校一校当たりの相談時間 H26：２時間/月 → H27：５時間/月に拡充

　子どもの権利支援センターを改称し、臨床心理士を１人配置するとともに、

24時間体制に拡充

　いじめ、不登校等生徒指導上の諸問題に対して、未然防止や早期発見・早期対

応に必要な支援及び相談体制の充実を図ります。

　学校生活における児童生徒の不安や心配など悩みを解消し、学校におけるいじ

めを未然防止するとともに、学校生活に関する様々な問題の改善を図ります。

　児童生徒の悩みに寄り添い、適切かつ迅速に対応するため、スクールカウンセラー

（臨床心理士等）の配置を拡充し、学校内における相談体制を充実

５ すべての子どもの学びを保障する支援

いじめ・不登校等悩みを抱える児童生徒の支援

多様性多様性多様性多様性をををを認認認認めめめめ、共、共、共、共にににに生生生生きるきるきるきる社会社会社会社会のののの実現実現実現実現

県立高等学校一校当たりの相談時間 H26：２時間/月 → H27：５時間/月に拡充

・ スクールソーシャルワーカー活用事業≪資料Ｐ４１≫

スクールソーシャルワーカー配置先　　教育事務所　８人

・ いじめ防止子どもサミットＮＡＧANO開催事業≪資料Ｐ４２≫

実施内容　　小・中学校ごとの取組発表及びメッセージの提言等

参加者　 　　小・中学生、保護者　約100人

・ いじめ問題対策連絡協議会設置事業

構成員　　弁護士、臨床心理士、社会福祉士、民間団体代表、PTA代表等

・ 高校生インターネット適正利用推進事業≪資料Ｐ４３≫

高校生ＩＣＴカンファレンス長野大会の開催

　参加対象　県内高校生（６校程度）

　「長野県いじめ防止対策推進条例」に基づき、いじめの問題の克服に向け、いじ

め防止等に関係する機関・団体が連携

　児童生徒がいじめを自らの問題として捉え、いじめの未然防止に主体的に取り

組む意識の醸成

　「長野県いじめ防止対策推進条例」に基づき、いじめの問題の克服に向け、いじ

め防止等に関係する機関・団体が連携

　高校生のインターネットやスマートフォン等の利用に伴う様々な問題を防止する

ため、高校生が情報モラルについて自ら考え、自主的にインターネット利用の

ルールづくりが行なえるよう支援し、インターネットの適正利用を推進

　児童生徒が抱える様々な課題の背景にある家庭や社会的要因を踏まえ、社会

福祉等の関係機関との調整を行うため、スクールソーシャルワーカー（社会福祉

士、精神保健福祉士）を配置

新

新



事　　　業　　　内　　　容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　　】はしあわせ信州創造プランのプロジェクト関係事業

予　算　額

[26年度予算額]

□ 特別支援教育充実事業【教育再生】≪資料Ｐ３２≫ 〔特別支援教育課、義務教育課〕 4億26万8千円

[ 2億205万6千円]

・ 自立活動担当教員の増員　

H26：20人増　H27：20人増　　計　40人増

・ 専門職員の配置

自立活動介護支援員の配置　20人（H26から引き続き配置）

・ LD等通級指導教室の増設

LD等通級指導教室の数（H25：13教室　H26：18教室　H27：28教室）

・ 長野県特別支援教育連携協議会の開催

　特別支援学校における障がい特性に応じた専門的な教育の充実やセンター的

機能の充実のため自立活動担当教員を20人（Ｈ26から４年間で80人）増員

　特別支援学校や小・中学校における特別支援教育の専門性や教師の支援力の

向上を図り、障がいのある児童生徒の自立と社会参加に向けた力の育成に努めま

す。

　特別支援学校における学習面及び生活場面における児童生徒に対する自立指

導の充実を図るため、専門的な知識・技能を有する外部人材を活用

　小学校に在籍する特別な支援を必要とする発達障がいのある児童への教育の

場を保障するため、通級指導教室を増設

理学療法士（PT)・作業療法士（０T)・言語聴覚士（ST)による現場教員への実

践指導

特別支援教育の充実

協議会の開催　２回

□ 特別支援学校就労コーディネーター配置事業【教育再生】【雇用・社会参加促進】 951万2千円

≪資料Ｐ３３≫　〔特別支援教育課〕
[ 0円]

・ 特別支援学校への就労コーディネーターの配置　４人

□ 特別支援教育就学奨励費事業 〔特別支援教育課〕 3億3019万2千円

[ 3億3560万2千円]

□ 医療的ケア体制整備事業 〔特別支援教育課〕 5129万5千円

[ 4673万1千円]

・ 配置校  15校　　24人

・
医療的ケア研修の実施、指導医の派遣による教職員の資質向上

　特別支援学校高等部生徒の就労に向けた支援体制を強化するため、就労コー

ディネーターを新たに配置し、一般就労率向上を図ります。

　平成28年4月１日から「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」が施

行されることを受け、学校において法的義務とされる児童生徒の教育的ニーズに

あった教育の提供のあり方について検討

　特別支援学校に看護師を常駐配置し、痰の吸引などの医療的ケアを必要とする

児童生徒が安全かつ安心して学べる教育環境づくりを推進します。

　特別支援学校に通う児童生徒の保護者の経済的負担を軽減するため、就学に必

要な経費を支給します。

新



事　　　業　　　内　　　容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　　】はしあわせ信州創造プランのプロジェクト関係事業

予　算　額

[26年度予算額]

□ 性被害防止に向けた指導充実事業≪資料Ｐ４４≫ 〔心の支援課、保健厚生課〕 415万1千円

[ 0円]

・ 子どもの性被害防止教育キャラバン隊の設置・派遣

・ 性に関する指導者研修会の開催

□ 日本語が不自由な生徒のための高校生活支援事業 〔高校教育課〕 307万5千円

[ 305万9千円]

・ 配置校　　県立高等学校 20 校

□ 外国籍等児童生徒指導研修事業 〔教学指導課〕 14万4千円

[ 14万4千円]

・
研修会開催　４地区×２回

　外国籍等児童生徒の指導に携わる教員等を対象に、指導方法等について研修会

を開催し、指導力の向上を図ります。

　高校に在籍する日本語が不自由な外国籍生徒及び帰国子女が、日本の高校生

活に速やかに適応できるよう、各高校に生活支援相談員を配置して支援します。

　情報通信機器や情報モラル教育の専門家などで編成するキャラバン隊を全て

の県立高校へ派遣し、性被害防止に向けた指導の充実を図る

　子どもの性被害を防止するため、学校外の人材活用や教員の指導力向上により、

学校における効果的な性に関する指導を推進します。

困難を有する子ども・若者の自立支援

新

□ キャリア教育支援事業【教育再生】【次世代産業創出】【雇用・社会参加促進】

【活動人口増加】（再掲） 〔教学指導課〕



事　　　業　　　内　　　容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　　】はしあわせ信州創造プランのプロジェクト関係事業

予　算　額

[26年度予算額]

□ 生涯学習推進センター事業【教育再生】 〔文化財・生涯学習課〕 1517万1千円

[ 1298万1千円]

□ 県立長野図書館事業【教育再生】 〔文化財・生涯学習課〕 1億2485万2千円

[ 1億1704万4千円]

□ 青年の家・少年自然の家の運営 〔文化財・生涯学習課〕 1億1888万2千円

[ 1億1215万3千円]

□ 人権教育推進事業 〔心の支援課〕 690万9千円

[ 694万円]

・ 人権教育総合推進地域、人権教育研究指定校による人権教育の実践的研究

・ 人権教育に関する学習活動を行う市町村に対して助成

　全ての人が支えあい、共に生きる社会の実現をめざし、様々な場を通じた人権教

育・啓発により、人権意識の高揚を図ります。

　県立の図書館としての特色を生かし、公共図書館等との連携や県の取組に関連し

た企画展の開催など、情報発信力の向上を図るとともに、多様な利用者のニーズに

対応した図書館サービスの提供に努めます。

　県民の多様な生涯学習ニーズに応えるため、地域における生涯学習活動の指導

者養成や生涯学習情報の提供等を行います。

　指定管理者による効果的、効率的な運営を図りつつ、自然体験活動等を通して青

少年の健全育成を支援します。

社会全体で共に育み共に学ぶ教育の推進社会全体で共に育み共に学ぶ教育の推進社会全体で共に育み共に学ぶ教育の推進社会全体で共に育み共に学ぶ教育の推進

６ 学びの成果が生きる生涯学習の振興

学びが循環する社会の創造

・ 人権教育に関する学習活動を行う市町村に対して助成

補助率 1/2以内（補助限度額　１講座・学級当たり25,000円）

・ 社会人権教育に関する研修会・研究協議会等の開催 等

社会人権教育研究協議会の開催（県内　５か所）

社会人権教育リーダー研修会（全体研修　２か所　実践力ｽｷﾙｱｯﾌﾟ講座　５か所）

人権教育の指導法研究事業（年４回実施）

地域の人権教育ネットワーク会議（県内　５か所）

□ 放課後子ども教室推進事業≪資料Ｐ４６≫ 〔文化財・生涯学習課〕 2093万6千円

[ 2093万6千円]

　事業実施主体　市町村

　補助率 2/3

・ 放課後子ども教室の設置・運営に対する補助　　35市町村

・ 土曜日等の教育支援体制構築に対する補助　　４町村

・ 地域未来塾の運営に対する補助　　３市町村

　小学校の余裕教室等を活用し、子どもたちが健やかに育まれる居場所づくりを

推進

　放課後や週末等に小学校の余裕教室等を活用して、子どもたちが安全で健やか

に過ごすことのできる居場所づくりを推進します。

　また、地域の方々の参画を得て、子どもたちとともに勉強やスポーツ、文化活動、

地域における交流活動等の取組を推進します。

　経済的理由や家庭の事情により、家庭での学習が困難であったり学習習慣が十

分身についていない中学生に対し、地域の方の協力による学習支援を実施

　土曜日等に地域の自然と文化を学ぶ活動などを体系的・継続的に実施する地

域の教育活動を支援

子どもの未来づくり

新



事　　　業　　　内　　　容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　　】はしあわせ信州創造プランのプロジェクト関係事業

予　算　額

[26年度予算額]

□ 「信州型コミュニティスクール」の推進【教育再生】（再掲）

〔文化財・生涯学習課、教育政策課、義務教育課、高校教育課、教学指導課〕

□ 青年の家・少年自然の家の運営（再掲） 〔文化財・生涯学習課〕

□ 文化財保存修理及び防災事業【誇りある暮らし実現】 〔文化財・生涯学習課〕 6299万3千円

[ 6000万円]

・ 事業主体　文化財所有者等

・ 補助率　　 国指定文化財：国庫補助残の1/2以内

　　 　　　　 県指定文化財：事業費の2/3以内

□ 地域で守る伝統行事（芸能）継承モデル事業【誇りある暮らし実現】≪資料Ｐ４７≫ 333万5千円

〔文化財・生涯学習課〕 [ 0円]

・ モデル地域に対する補助　　　１地域（飯伊地域）

　県民の共有財産である文化財の適切な保存・活用を図り後世に継承するため、所

有者等が行う文化財の修理・防災に要する費用の一部を助成します。

　人口減少下において伝統行事（芸能）を次世代に継承するため、地域全体で伝統

行事（芸能）を継承する意識醸成を図るとともに、モデル地区が行う担い手人材確保

等の取組を支援します。

７ 潤いと感動をもたらす文化・スポーツの振興

文化財の保護・継承・活用

新

・ 補助率　　　定額

□ 文化財の活用による地域活力創出事業【誇りある暮らし実現】≪資料Ｐ４８≫ 313万6千円

〔文化財・生涯学習課〕

[ 0円]

・ 文化財修理防災事業とあわせて行う文化財の情報発信・活用の取組への支援

・ 事業主体　文化財所有者等

・ 補助率　　定額（文化財修理及び防災事業の県補助金額の１/10）

□ 県立歴史館事業 〔文化財・生涯学習課〕 1億5296万2千円

[ 4億4428万3千円]

□ 県立武道館基本構想検討事業 〔スポーツ課〕 167万3千円

[ 0円]

　文化財を後世に維持・継承していくため、保存整備だけでなく文化財の情報発信・

活用を一体的に行う取組を支援します。

　県内の考古資料、文献史料、その他資料等の収集保存と、県の歴史に関する体

系的な調査・研究を進め、企画展の開催や県内巡回展示の実施、出前講座などに

より歴史情報の発信力の向上を図り、県民の誇りにつながる長野県の歴史と文化を

学ぶ機会を提供します。

　長野県における武道振興の中核的拠点となる県立武道館を建設するため、外部

の有識者による「県立武道館基本構想検討会議（仮称）」を設置し、県立武道館の

機能、規模及び運営方法等を検討します。

スポーツの振興

新

新



事　　　業　　　内　　　容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　　】はしあわせ信州創造プランのプロジェクト関係事業

予　算　額

[26年度予算額]

□ 競技力向上事業≪資料Ｐ５２≫ 〔スポーツ課〕 1億2411万5千円

[ 1億411万5千円]

・

・
本県で開催される第72回国民体育大会冬季大会に向けた特別強化事業を支援

・

・

・

・

□ 第72回国民体育大会冬季大会開催事業 〔スポーツ課〕 6925万8千円

[ 0円]

　債務負担行為

・ （ 3億8990万4千円）

クーリングシステム（助走路冷却装置）の設置

スタートタワー、スコアボード棟の改修　等

・

・

選手のコンディショニング調整等のマルチサポート

　平成29年１月から２月に本県で開催される第72回国民体育大会冬季大会に向け、

競技力の向上や競技場の整備を図ります。

　冬季国体開催に向け、老朽化施設の改修と国際規格に合致する施設への改修

を実施

　第72回国民体育大会冬季大会での天皇杯獲得（男女総合成績１位）を目標に、

２か年にわたって計画的な選手強化事業を展開

　国民体育大会等の全国大会やオリンピック等の国際大会で活躍が期待される県

内選手の育成・強化、指導者の養成及び練習環境の整備等により競技力の向上を

図ります。

準備委員会の設置

未来を担う競技者の発掘・育成

白馬ジャンプ競技場の大規模改修

東京オリンピックなど今後の国際大会での活躍が期待される競技・選手の育成を

支援

ジュニア選手の育成・支援

競技団体が実施する競技者の育成・強化、指導者養成への支援

特別強化事業（競技力向上事業 一部再掲）

新

新

・

□ スポーツによる元気な信州創出事業≪資料Ｐ５３≫ 〔スポーツ課〕 640万6千円

[ 0円]

・

・

・

□ 県営体育施設改修事業
〔スポーツ課〕 4644万円

長野運動公園野球場、県営上田野球場のスコアボード改修 [ 2億8495万8千円]

　全国的なスポーツイベントを本県で開催し、スポーツを通じた地域の一体感の醸

成や県域を越えた交流人口の拡大、観光産業への波及を目指す

　Ｊリーグの試合中継等を銀座ＮＡＧＡＮＯのイベントスペースで放映し、「信州のス

ポーツ」を通じた新たな交流を促進

　2020年東京オリンピック・パラリンピックの開催に向け、各国の競技団体が行う事

前合宿を誘致するため、地理的・気候的な長野県の魅力について積極的に情報

を発信

　大会の円滑な開催に向け、準備委員会を設置し、大会運営計画や広報計画等

を作成し効率的な運営を目指す

信州のスポーツ環境魅力発信事業

　スポーツが有する地域活力の維持・創出の観点から、全国的なスポーツ大会の誘

致、プロスポーツの振興等に積極的に取り組み、スポーツで地域を元気にします。

準備委員会の設置

全国レクリエーション大会inながの開催

銀座NAGANO～しあわせ信州シェアスペース～を活用したスポーツ情報の発信

新


